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伊豆諸島三宅島大野原島とその周辺海域における

カンムリウミスズメの観察

小林豊'☆・山本裕’・JackTMoyer2
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はじめに

カンムリウミスズメ,Sy仇"607”ゆﾙ"ｓｚ(ﾉ2"722z"sz""ｅは，日本近海だけに分布し，１１本IIillﾉ１

での総個体数は5,000～6,000羽と推定され（小野1995)，ウミスズメ類の中ではもっとも絶

滅の危険性が商い極であると考えられている（Piatt＆Gouldl994)．

伊豆諸島では，過去にはほとんどの島で繁殖していたらしいが（樋111979)，現在も繁殖

しているとされるのは，新島の根深llIIIIと早島，神沖附iilMi島，三宅烏･火1111猟Ｉ島，八丈‘I;j小池

根で，伊豆諸’１;&全体での推定ﾉk恩赦は1,000羽とされている（小野1995)．また，伊豆I洲;＆

の大島から新脇にかけての海域では個体数が減少していること，大鳥から熱海にかけての海

域ではほとんどﾉk息していないらしいことが指摘されている（望月・柚'111996)．

三宅島での常巣地は，三宅島のlJIi側沖にある大野原腸で，この大野原烏のいくつかある聯

礁のうち蚊も大きな-j隆安根（こやすね）とよばれる聯礁でのみ繁殖している．ここでは．１

時間の調査で1953年に７巣（Moyerl957)．1957年４１．ｊｌ８Ｈには１９巣が確認されている

(Moyer未発表)．その後1985年４月に長谷川（1986）が再度営巣を確認し，1994年には

PacificSeabirdGl･CupのCartel･らのI淵査に筆者らが'11行して９巣を確認した．

大野原島の周辺海域での個体数1淵在では，1992年５)･'７日に６１羽（火京都労働経済Aj農

林水産部林務課1994)，1994年４１１１１１１のCarterらと蛾者らの調炎では60羽が確認されて

いる．しかし，繁殖期間を通じての継続的な生息状況の調査は今までに行なわれていない．

今回，誰者らは．財団法人｢1本野鳥の会サンクチュアリセンターのI淵査事業の一環とし

て，大野原脇のカンムリウミスズメについて，繁殖期間を通じて調奄を行なったので，その

結果を報告する．

1997年２月２６１１受蝿

キーワード：〃ﾉ咳淵島三宅傷ﾉ柳原)〃，カンムリウミスズメ，生息状況，揃食

*現住所：日本野鳥の会サンクチュアリセンター.〒１５０渋谷区南平台町15-8.
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調査地および調査方法

調在地の大M1ilj(,I;&（東経139.23110Ⅱ，北紳34.2140''）は，三宅脇のIjLi約９kｍの洋'二にまと

まってあるいくつかの｣i‘卜礁の総称で，三'tiiI;!)から兄ると大きい方の３つの粁礁が兄えるため，

通称三本脇(さんぼんだけ)とよばれている．カンムリウミスズメが繁殖しているｆ安根はこ

のうち雌も大きく，標I葡約110ｍの切り立った聯礁である（図1)．上部の釧頃斜地にはわず

かにスゲのIIII間やその他の草本類が生ffしている．海岸は切り立った粁畦か，もしくはゴロ

タ祈浜とよばれる大きな岩からなる松ｲi浜で，漁船が接岸することはできず，人が_'二陸する

ことはほとんどない（図2)．

調在は，海上での''1(i1体数調査と営巣地での僻巣状況調査を行なった．

海上での|lIIil体数Ｉ淵在は1995年の４１１から511にかけて，！;|･５１，１，のべ1611､洲12分にわた

って行なった．大野原島から三宅烏にかけての海上を漁船で時逃約10kｍの逃度で走りなが

ら，船上からの'1祝で，観察できた佃休数とその時刻を記録した．この際，Ｉ淵杏海域を大野

原島周辺，三'七脇阿古沖、三宅烏新卿|'の３海域に|え分した．大野原鵬とliI1IIlr沖の海域の境

界は，三宅脇と大野原島の中間地点で，｜IIililf沖と新鼻沖の海域の境界は，三宅脇阿古の間

鼻と呼ばれる111111とした（I,xI3)．海況が悪く，安全に調査が行なえそうにない場合は新鼻沖の

海域の調在は門略した．各海域で船の走るコースは特定していない．また，助僻する船上か

ら海上のIl1li雌を把握するのはむずかしいため，船からの観察幅も特定していないが，おおむ

ね船のIIljlMll約30ｍずつを観察した．

営巣状況のＩ淵fffは1995年５１１１１１にｆ安根に|催して行なった．Ｉ凋代範|ﾉ１１は，聯とゴロタ

石からなる海岸部だけで，ｆ安根のIiii値の４洲'１１度である．この調佃iiil雌lはｋ述した1953,

1957,1994年の調盃範囲とほぼ同じである．海ilIから切り立った蟻になっている南西岸と中

央部の雄およびその上部の草地は，過去にはこの崖の上部の草地でも営巣がみられたが

(佐々木弘惟私傭)，現在は斜面の風化が激しく、到達するのに危険が仲なうため調査をし

ていない．洲fffでは，巣の数と位髄，卵の数，親鳥の抱卵状況，親鳥の死体や壊れた卵の数

などを肥録した．巣は府の隙間を懐'''11i灯で照らしながら探し，1994年のｊＷｒで営巣が確認

されていた場所については，特に入念に巣を探した．鴬巣状況の洲fIfにf1iやした時間は約１

時間３０分である．

図1．調盗地（三宅脇大野原島）

Fig.１．Studysite,Oonoharajima

似12．カンムリウミスズメの憐巣地（三宅島大野

原小安根）

Fig.２．BreedingsileofJapaneseMurreletsat
Koyasunelslet,Oonoharajima．
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結果および考察

1.海上での佃体数調ifｆ

海上でのIMiI体数1淵代で観察できた個体数は，1995ｲ'1ﾐ４１１１７１１が39羽，４月２７１１が58羽，

５月１１１が15羽，５ｌｌｌｌｌＩが205羽，５月２５１１が９羽であった（表1)．調査にかけた||洲lは

11脚Iあたり３～411洲で，５１１１１１だけは営巣状況の洲在を行なったため約１時|H1しか行なっ

ていない．

群れの羽数は，全調査を通じて，単独でいたものが32羽，２羽でいたものが31組，３羽が

16組，４羽が12組，５羽が４組．６羽が３組，７羽と８羽がそれぞれ１組，９羽が２組，１０羽

が３組．１１羽が２組，１３羽が１組だった（図4)．１４羽以l言の群れは観察できなかった．４羽

以上の群れは横一列に並んだ隊形で，群れを枇成する全個体が同じ方向を向いていることが

表1．調査I_|ごとのカンムリウミスズメの確認個体激と海域別ＩＭｌ体数

Table1．ResultsofJapalleseMurreletsurveys,1995,observedatsea．
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2.営巣状況の調査

上陸調杏により東岸の鳥居の上部で３巣を

確認したいずれの巣も標商１０～15ｍ礎度

のJi‘{場の岩の隙間にあった．卵は端の上に11〔I：

接あり，巣材らしきものは使われていなかっ

た．巣１は，被み亜なった器の入｜ｌから約

1ｍの位riに卵が111Alあった．巣２は，人'１か

ら約３０ｃｍの位侭に卵１個があったが，’'11猫

1ｃｍほどの穴が開けられていた（|Xl5)．染３

は入１１から約４０ｃｍの位侭に卵が111,Mあった

’ １１ⅡＵ

１２３４５６７８９１０

Ｇ１･oupSize

Ⅸ14．全調査を通じてのグループサイズの頻唆

Fig.４．GroupsizeofJapaneseMurreletscompilcdh･omIivesul･veysatsea．

1１１２１３

多かった．この横一列の隊形は，群れの大きさが大きいほどはっきり観察できた．

Ｉ淵fff海域ごとの個体数は，41.11711に大野》紬'１１辺で５羽，ド111古沖７羽，新卿''27羽．4

112711に大野原島55羽，阿11｢沖()羽，斬り１１沖３羽．５１１１１１は．人野原島８羽、｜IilIIli沖７羽

で，新鼻沖のI淵企は行なっていない．５１１１１１１には大野原烏205羽，阿.占沖０羽で，新姻Ill

は海況が悪く調査を行なっていない．５ｌｌ２５１１は人1M1;原’1;６９羽，阿古沖０羽，新卿'１０羽で

あった．

全調盗を通じて、幼鳥は５月１１１．１に大野原曲)周辺で２羽を確認しただけであった．成鳥に

比べてかなり小さいのが一'-1で分かり，巣.､XちlI1l:後のヒナと思われたい複数の成鳥の''1に－

羽だけ幼鳥が混じった状態の群れを２１１１|，それぞれ別の場所で観察することができた．

壷

似15.穴のあいた卵

Fi質.５.Ａｄａｍａｇｅｄｅｇｇ



が，やはりiii:径約1ｃｍほどの穴が開けられていた．ふ化に失敗したものか捕食省により開け

られた穴なのかは判別できなかった．また３巣とも親鳥の姿は確認できなかった．

そのほかに測れた卵の殻のかけらを，束岸の鳥届近くと北岸で確認した．いずれのかけら

も卵111iii分に相叫するぐらいで、岩の上に放慨されていた．卵の内容物は認められず，捕食

痕も確認できなかった．しかし、刷囲1ｍぐらいの範、には営巣地として利川可能な岩の割

れI｣などはなかったので，捕食されたものと考えられる．

成鳥の死体は．鳥居付近で16羽．北東岸で９羽、北凹岸で２羽の計27羽確認した（似１６)．

いずれの死体も腹部や胸部を1111者かに食べられており，頭部と胴体が切断されているものや

羽毛のみが散乱している例もみられた（図7)．

巣の数は，調査|~1が約１か月ずれているために簡単には比較できないが，1994年の調侮で

は卵の殻だけが残る巣も含めて９巣を確認しているのに対し，1995年の調蚕では３巣しか確

認できなかった．また，営巣地で見つかった州食された成鳥の死体数は，1994年の調査では

6羽だったのに対し，今lLllの調査では27羽であった．

カンムリウミスズメの個体数減少の原1大Ｉとしては，洋上での漁網による混獲（Piatt＆

Gouldl994)，営巣地でのネズミ類による棚

■

■
食（武石1987），ハシブトガラスＣＯγ""ｓ

"zac?ｗ妙７zc伽ｓによる捕食（東京都労働経済

局農林水産部林務課1994)，ハシボソガラス

ccOi１℃"eを含むカラス類による捕食（小野ほ

か1994）が指摘されている．人野原島では，

幼鳥がウミネコに捕食されるところが1994年

４月に.f安根の鳥居付近でI｜準されている
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(佐々木弘佳私信)．また1994年にCarter図7.何行かに捕食された成鳥の死体
らの調査に縦者らが同行して行なった調査でFig.7.Ａ､adult,killedbyanunidentifiedpredatol．．
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図6.子安根におけるカンムリウミスズメ成鳥の死体の確認位慨

Fig.６．Localionsof27deadJapaneseMul･reletsfOundatKoyasunelslet,May,１９９５
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は，ハヤブサ比此01e，Zg""zwsに捕食されたと思われる成鳥の死体を確認している．今回も，

調査中に繁殖地周辺でハシブトガラスとハヤブサが観察され，これらの種が捕食に関わって

いる可能性が考えられた．

個体数の少ないカンムリウミスズメにとって，捕食率が高いことは個体数変動に大きな影

響を与えると考えられる．今回，２７羽の成鳥の捕食痕が確認されたので，これらが何により

捕食されたのかを明らかにし，適切な対策が立てられることが望まれる．
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要約

伊豆諸島三宅島大野原島（東経139。2311011,北緯34.2'401i）およびその周辺海域で1995年４月か

ら５月にかけてカンムリウミスズメの調査を行なった．

大野原島の周辺海域では1995年４月１７日に39羽，４月２７日に58羽，５月１日に15羽，５月１１日

に205羽，５月２５日に９羽のカンムリウミスズメが確認された．

1995年５月１日には大野原島に上陸し，繁殖状況の確認を行なった．３巣が確認され，２７羽の成

鳥の死体を確認した．いずれの死体も腹部や胸部を何者かに食べられており，頭部と胴体が切断さ

れているものや羽毛のみが散乱している例もみられた．捕食者の特定はできなかったが，周辺でハ

シブトガラスとハヤブサが観察されたことより，これらの種によって捕食された可能性がある．
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StatusofJapaneseMurreletsSynthliboramphuswumizusumeatOonoharajima，

Miyakejima,CentralJapan

YutakaKobayashi★,YutakaYamamoto＆JackT・Moyer

MiyakejimaNatureCenterAkakokkoStation,WildBirdSocietyofJapan,4188Tsubota,Miyake-muIRa，

Miyakejima,TokyolOO-12

１.FromApriltoMay,1995,wecensused6romnshingboatsthepopulationofJapaneseMurrelets

Sy"肋"60ｍ”〃z4s〃"”z妬"柳ewhichbreedsatOonoharaRjima,Miyakejima,centralJapan、

2.Duringthefivesurveys,thebirdsweremainlyobservedintheregionofOonoharajima､We

counted205birds,includingａmaxlmumoftwochicksonllMay,andaminimumofnine

birdswereobseｒｖｅｄｏｎ２５Ｍａｙ，

3.WeinvestigatedthebreedingsiteofJapaneseMurreletsonlMayl995atKoyasu-neof

Oonoharajima.'Ihreenestswerediscovered､Eachnestcontainedasingleegg,buttwoofthe

eggswerepuncturedanddestroyed,ａｎｄ２７deadadultswerefbundinthebreedingsite、

4.Thebreastsandabdomensofthedeadadultswereeatenbypredators・Thepredatorswere

notidentified,butweobservedJungleCrowsCb”"s柳αc”〃"c〃osandPeregrineFalcons

Fbﾉ”，E蝿"”sinthebreedingsite・Itisprobablethatthesepredatorspreyeduponthe

JapaneseMurrelets．

K2y抑0'rﾒｓｆﾉﾋzlα"eseM"”ﾉ",ＭＩｙａﾙ蛾加α,Ｓｍ"ｓ

☆Presentaddress:SanctuaryCenter,WildBirdSocietyofJapan､１５８Nanpeidai,Shibuyaku，

Tokyo150,Japan


